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全国高等学校総合体育大会

高松宮・高松富妃賜杯

全国高等学校バドミントン選手権大会第50
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期日/平成 11年 8月 1日 (日 )～ 8月 6日 (金 )
会場 /岩 手 産業文化 セ ンター・滝沢村 総 合公 園体育館・ 盛 岡大 学体育館・ 滝沢 村東 部体 育館
主催/全国高等学校体育連盟 。(財 )日本バドミントン協会・岩手県・岩手県教育委員会・滝沢村・滝沢村教育委員会

後援/文部省 。(財 )日本体育協会・ NHK。 (財)岩手県体育協会 。(財)滝沢村体育協会

主管/全国高等学校体育連盟バドミントン専門部・岩手県高等学校体育連盟・岩手県バドミントン協会
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試含結果報告書



全国高体連マーク

シンボルマーク

由  来
このマークは、若人の力と技と明朗な精神を象徴するものである。

マークを象徴 している三つの Kは 、次の ドイツ語の頭文字をとった

もので、若人の情熱を示す紅色によって浮き出され、高体連のシン

ボルマークとされている。

KRAFT(力 )

K∪ NST(技 )

KLARHEIT(明 朗な精神 )

競技は力であり、進歩の技は錬磨にまつ。

競技者はこれをつつむに明朗な精神をもってせねばならない。

深紅の色彩は、「高い理想」と「希望に燃える若人の情熱」を象徴する。

匠 煮2意図 |

高校生の祭典としてのこの大会が、若さとスピー ド、躍動に満ち、

夢多きものとなるよう願い、緑豊かな大地と、清 らかな流れの北上

川などに彩られた岩手の豊かな自然を緑と青で、情熱とスピー ドを

オレンジ色のワンポイントで表現し、全体を岩手県の県鳥「キジ」
と岩手の「い」をイメージして仕上げました。

作者  高橋 心美 (岩手県立水沢工業高等学校 3年 )

作者の意図

大会に参加する多くの高校生たちが、未来への大きな夢をいだき

ながら未知なる力を追い求め、自然豊かな岩手のさわやかな風ふく

空に、大きく飛び立ち躍動する姿を表現 しました。

作者  大沢   岡ll(岩手県立久慈工業高等学校 3年 )

岩手の雄大な青い空をイメージして、選手の活躍を祈りながら書

きましたO

書体  堂前 美那子 (岩手県立不来方高等学校 3年 )
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「"99岩手総体」
きゅうじゅうきゅう

大会愛称 作者
いわてそうたい

長野 幸枝 (岩手県立高田高等学校 2年 )

表紙のイラス ト作品

海老子川 香 (盛岡農業高等学校 3年)バ ドミン トンの躍動的な感
じを表現 しました。
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岩手県高等学校体育連盟

会 長  長 澤 佳 彦

平成 11年度全国高等学校総合体育大会は、全国各地か ら多数の選手・監督・役員並び

に大会関係者をお迎え し、 「' 99岩手総体」として 8月 1日 の総合開会式か ら同 20日

の水泳競技まで県内 20市町村を会場に「飛びたとう 岩手の空に 夢はせての」のスロ

ーガンの もと、 28競技に熱戦が展開されま した。

全国の高校アス リー トが、濠刺 とした若さと情熱あふれた試合展開に数々の ドラマと深

い感動を残 し、成功裏に終了することがで きました。

これもひとえに岩手県、岩手県教育委員会、会場地市町村、関係機関・競技団体のご支

援 ご協力と、そ して、県民の皆様の温かいご声援の賜物であり、深 く感謝申 し上げます。

本大会に参加されました選手の皆 さんは、岩手県としては稀にみる猛署の中、日頃か ら

錬磨された力と技を存分に発揮 し、すば らしい成果を挙げられ、また、全国の仲間との友

情の輪を広げるとともに各会場地市町村民の方々との交流を深め られたことと思います。

また、多 くの高校生が補助員として、 「' 99岩 手総体」の成功のために「一人一役」

を合言葉に、それぞれの立場か ら積極的に参画 して側面か ら支えて くれました。生徒たち

は各々の業務を通 して貴重な体験を し、多 くのことを学ぶ機会を得ることが出来ました。

そ して、多 くの大会関係者か ら称賛の言葉を頂戴 しましたことは、大きな自信となり、

これからの学校生活に生かされ、 21世紀を担 う青少年に育つ ものと確信 しております。

岩手県高等学校体育連盟といた しま して も、 この大会で得た貴重な経験を生か し、高等

学校体育・スポーツ活動の発展に一層努力 してい く所存であります。

終わりに、本大会の開催に御尽力賜 りました関係の皆様に重ねて厚 く御礼申し上げます

とともに、今後とも一層のご指導 ご支援を賜 りますようお願い申 し上げまして ごあいさつ

といたします。

あ い さ つ
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平成 11年度全国高等学校総合体育大会
滝 沢 村 実 行 委 員 会 会 長

滝 沢 村 長  柳 村 純  一

「飛びたとう 岩手の空に 夢はせて」のスローガンのもと、全国各地から多
数の選手・監督並びに役員の皆様方を「チャグチャグ馬コの里滝沢村」にお迎

えし開催された、平成 11年度全国高等学校総合体育大会 (' 99岩手総体)
のバドミントン競技大会は、数多くのすばらしい成果と熱い感動のドラマを残

し、成功裡に終了することができました。

これもひとえに、全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部をはじめ、本大

会の成功に向けて多大なご′、く力をいただきました関係者の熱意と村民の絶大な

ご支援の賜であり、厚くお礼中し上げます。

選手の皆様は、母校の栄誉と郷上の誇りを担って、連日猛暑の中、高校生ら

しいはつらつとした態度で、日頃の練習で培った力と技を遺憾なく発揮され、

観戦された多くの人々を魅了されました。

また、それぞれの分野で一生懸命大会運営を陰で支えていただいた多くの高

校生の方々には、自分たちの大会であるという認識のもと「一人一役」を合い

言葉に、その活躍は、青春の思い出の 1ベージを飾るにふさわしい内容である

と思つております。

さらに、華やかな大会の陰で大会運営を支えていただいた多くの競技・運営

役員の皆様にも心から感謝中し上げます。

本村といたしましては、平成 11年度全国高校総体で得られた感動や感激を

村民の思い出として残し、この大会を契機として、今まで以上に地域スポーツ

や生涯スポーツの振興に生かして参りたいと存じますので、今後とも変わらぬ

ご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げごあいさつといたします。

あ い さ つ
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男 子 学 校 対 抗 優 勝 ‐準 優 勝

高 松 宮 賜 杯

文 部 大 臣 杯

全国高等学校体育連盟会長杯   全国高等学校体育連盟準優勝盾
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女 子 学 オ交支オ抗 優 勝・準 優 勝

文 部 大 臣 杯 (財 )日本バドミントン協会優勝旗

全国高等学校体育連盟会長杯   全国高等学校体育連盟準優勝盾
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男 子 」 JメL貴優 勝 ‐準 優 勝

ダブルス優勝 シングルス優勝

ダブルス準優勝 シングルス準優勝
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女 子 ゴ J菟 鍛 優 勝 ‐準 優 勝

ダブルス優勝 シングルス優勝
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ダブルス準優勝
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男子ンンクルス

(佐藤翔治/東京都・関東第一高校 )
女子シングルス

(赤尾美代/大分県・昭和女子高校 )

男子ダブルス

(安村康介・全仁徹/東京都・関東第一高校 )
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男子学校対抗

(関東第一高校/東京都)

女子学校対抗

(九州国際大学付属高校/福岡県)
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女子ダブルス

(野村由貴子・脇坂郁/福岡県・精華女子高校)
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自治会による清掃活動 (50 〓剛日
　

・

高校推進委員会による啓発活動 (50日 前 )
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残日広告塔除幕式 (300日 前 )

高校推進委員会による啓発活動 (400日 前)
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具旱:曇雫サ等高董置/渡辺勉

大会委員長あいさつ

全国高等学校体育連盟
バドミントン専門部長/保坂和也選手宣言 (千田達也・佐々木歩美選手/岩手県立前沢高校)

^´

開会式会場 (岩手産業文化センター・催事場 )

―
●ロ

入場行進

合唱(盛岡北・盛岡農業・盛岡女子・盛岡夫付属・盛岡中央高校)/吹奏楽(盛岡北高校)/手話通訳(滝沢南中学校)

学校対抗 10年連続出場校表彰(財 )日 本バドミントン協会から滝沢村へ感謝状贈呈
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大会会長あいさつ

財団法人日本バドミントン協会
会長/櫻内義雄

歓迎のことば

滝沢村長

柳村純―

激励のことば

岩手県バ ドミントン協会会長

佐々木洋平

開会式

歓迎のことば

盛岡中央高校

菅原拓

アトラクション (滝沢駒踊り保存会 )

アトラクション (盛岡女子高校′` トントワリング部 )

ア トラクション (盛岡農業高校さんさ踊り)

ア トラクション (盛岡農業高校さんさ踊り)

高松宮妃賜杯返還 (九州国際短期大学付属高校 )
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高松宮賜杯返還 (八代東高校)
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男子ダブルス 安村・全組 (関東第一高校)
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女子ダフルス 野村・脇坂組 (精華女子高校 )
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表彰 保坂和也 (全国高体連バ ドミントン専門部部長 )

L劇F曰日
成績発表

優勝旗授与 (財 )日本バドミントン協会専務理事 遠井稔男
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男子個人対抗ダブルス表彰

盛岡北高吹奏楽部
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男子個人対抗ンングルス表彰
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●

-ノヽ 日 程△
バ

種 別 月  II 内   容 場 所 |'H始‖‐キ亥」

′、
'ヾ :●t

7'13011(′r)) 常任委員会 雫石プリンスホテル 16 : 00

7月 3111(11)
専門部長・委員長会議 岩手産業文化センター・会議場 10'00

監督会議 岩手産業文化センター・会議場 13:00

開会式 8月 111(||) バドミントン競技開会式 岩手産業文化センター 14:00

競 技
8月 211(月 )

学校対抗

1回戦～ 3回戦

【男子】

滝沢村総合公同体育館

盛岡大学体育館

滝沢村東部体育館

【女 r‐ 1

岩手産業文化センター

9 :30

競 技

表 彰

8'j311(火 )

学校対抗

準々決勝～決勝

学校対抗衣彰式

【男子・女 r‐】

岩手産業文化センター 9 : 30

競 技

8月 411(水 )

個人対抗  ダブルス
1回戦～準々決勝

【男子】

滝沢村総合公同体育館

盛岡大学体fi館

滝沢村東部体育館

【女 r】

岩手産業文化センター

9 : 30

8月 511(本 )
個人対抗  ンングルス
1回戦～準々決勝

【男子】

滝沢村総合公園体育館

盛岡大学体育館

滝沢村束部体育館

【女子】

岩手産業文化センター

9 :30

競 技
火 彰
閉会式

ヽ月 (;||(金 )

個人対抗  ダブルス
シングルス

準決勝～決勝

表彰式

バドミントン競技閉会式

【男子・女r】

ア1手産業文化センター

9 :30

-20-
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平成 11年 8月 11](日 )14100～
岩手産業文化センター

時刻 (所 要時間 :分 ) 次    第 登  壇   者 備   考

13: 00´ ′ヽ13: 50 選 手 着 席

13: 55 来賓・大会役員着席 準備完 了確認

3 14: 00(1) 開 式 通 告 フ アン フアー レ

4 14:01(14) 選 手 代 表 入 場 各 チ ー ム キ ヤ プ テ ン 行進曲

0 14:15(1) ロロ   ンヽ   ●曇・   ==
17.[」                   2=:ヽ                   L                    F:i 大 会 副 委 員 長 フ アン ファー レ

6 14:16(2) 国 旗 掲 揚 君が代

7 14118(2) 大 会 旗 掲 揚 高体連の歌

8 14120 (10) 優勝杯・優勝旗返還
大 会 委 員 長
(財 )日 本バ ドミン トン協会

9 14:30(3) 大会委員長あいさつ 大 会 委 員 長

10 14:33(3) 大会会長 あいさつ 4-      
△      △       F

ノヽ     =    工  ヽ   エマ

11 14:36(3) 歓迎 の こ とば① 滝   沢   村   長

12 14:39(3) 歓迎 の こ とば② 生 徒 代 表

13 14:42(3) 激 励 の こ と ば 岩手県バ ドミントン協会会長

14 14:45(2) 選 手 宣 誓 大 会 委 員 長・ 選 手 代 表 フ アン ファー レ

15 14:47(5) 10年連続出場校表彰 大 会 委 員 長 .‐ ・ 1

16 14:52(5) 感 謝 状 贈 呈 (財 )日 本バ ドミン トン協会

17 14:57(3) 大 会 賛 歌 WE CAN FLY

18 15:00(1) 閉 式 通 告 2z>27-V

19 15:01(30) 歓迎ア トラクション
ダンス、駒踊 り
さんさ踊 り

20 15:31(1) 監 督 ・ 選 手 退 場 BGM

4 要 領
(1)学校対抗出場校及び個人対抗出場者の受付 (監督・コーチ・選手)は、12:30～ 13:15に催事場正面玄関
で次の 8地区に分けて行う。
①北海道・東北 ②関東 ③北信越 ④東海 ⑤近畿 ⑥中国 ⑦四国 ③九州
(2)入場行進選手は、賜杯返還者及び学校対抗に出場する学校のキヤプテンとする。

(3)入場行進選手は、13:30までに選手集合所の所定の場所に待機する。

(4)宣誓者は、壇上に登り宣誓する。

(5)監督・選手の荷物は、各学校で管理すること。

日
場

第次

期

会

式

盛岡女子高等学校バトントワリング部

滝沢駒踊り保存会
盛岡農業高等学校 さんさ踊り

5そ の他
・歓迎ア トラクション
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」F・本:交文寸まテこ塾こ章多ェt,こかし塁署巧褻

1 期 日
2 会 場
3 式次第

時刻 (所要時間 :分 ) 次   第 登 壇  者 備   考

来賓・大会役員着席

17:00(1) 開 式 通 告 フア ンファー レ

17:01(2) 監 督 。選 手 入 場 行進曲

ユ

‘ 17:03(2) 成 績 発 表 競 技 役 員 長

17105(15) 表 彰 授   与   者 得賞歌
17120(1) 閉 式 通 告 フアンフアー レ

17:21(2) 行 ,fF I‖ |

4 要 領
(1)表彰はすべてフロアーで行う。
(2)優勝校・準優勝校の表彰は男女同時に行う。第 3位校の表彰は、男女別に 2校同時に行う。
(3)被表彰者は16:50(表彰式開始 10分前)ま でに選手集合所に集合する。

イ同 メ、井ll九メミ章多工t‐「詞 髪≧=ヽり≡方包 I要
工貞

平成 11年 8月 6日 (金)競技終了後 (14:00～  予定 )
岩手産業文化センター

時刻(所要時間 :分 ) 登 壇  者 備   考
13:50 来賓 。大会役員着席

14:00(1) 開 式 通 告 フアンフアー レ

14:01(2) 監 督 ・ 選 手 入 場 行進曲

14:03(2) 成 績 発 表 競 技 役 員 長

14:05(15) 表 彰 授   与   者 ′|夕1111i
14:20 (3) 大会委員長あいさつ 大 会 委 員 長

14123(1) 国 旗 降 納 君が代
０
０ 14:24(1) ロロ  本   奪与   三

=1冽 ム ロ ロ, 大 会 Jll委 員 長 フアンファー レ

14:25(1) 閉 式 通 告

10 14:26(2) 監 督 ・ 選 手 退 場 行進曲

要 領
(1)表彰はすべてフロアーで行う。
(2)男子シングルス・女子シンク・ルス・男子夕

゛
ガルス・女子タリ・ルスの順で、優勝者、準優勝者、第 3位の 4名 (4組 )を

順に表彰する。

(3)被表彰者は13:50(表彰式開始 10分前)までに選手集合所に集合する。

平成 11年 8月 3日 (火 )競技終了後 (17:00～  予定 )
岩手産業文化センター

１

９
一

（
０

日

場

第次

期

会

式

.1
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競 技 成 績 一 覧 表

競技種日 サ|1貞 ll 被 表 彰 者 (校)名 都道府県名

l

学校対抗 `,

男  r
3

関東第一高等学校 東京都

熊本県ウ1人代東高等学校 熊本県

延暦寺学岡比叡山高等学校 ルスク1り lt

札幌第一高等学校 南北海道

学校対抗

女 子

l 九州国際大学付属高等学校 福岡県

`, 石川県立金沢向陽高等学校 石川県

3

埼玉栄高等学校 埼玉県

熊本信愛女学院高等学校 熊本県

個人対抗

男子ダブルス

1 安村 康介・全  仁徹  (関東第一高等学校 ) 東京都

`, 佐藤 翔治・佐々木 翔  (関東第一高等学校 ) フR:メて者IS

3

稲垣 翔悟・谷口  斉  (延暦寺学園比叡山高等学校 ) 滋賀県

山下  淳・広瀬 雅士  (金沢市立工業高等学校 ) 石川県

個人対抗

女子ダブルス

1 野村由貴子・脇坂  郁  (精華女 r高等学校 ) 福岡県

つ 田上 千晴・松本 舞子  (熊本信愛女学院高等学校 )

赤尾 美代・赤尾 亜希  (昭和女子高等学校 )

熊本県

3

大分県

謝  好 停・陳  暁郷  (本庄第 高́等学校 ) 埼 li県

1

個人対抗

男子シングルス

.,

3

佐 藤 翔 治  (関東第一高等学校) 東京都

佐々木   翔  (関東第一高等学校 ) 東京都

新 開 裕 介  (此花学院高等学校) 人阪府

稲 垣 翔 悟  (延暦寺学園比叡山高等学校) 滋賀県

個人対抗

女子シングルス

1 赤 尾 美 代  (昭和女子高等学校) 人分県

`, 楊   潟 琳  (青森山田高等学校) IT森県

3

松 田 友 美  (長崎女子高等学校) 長 1崎県

松 尾 美穂子  (九州国際大学付属高等学校 ) 福岡県

-23-
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男子学校対抗 組合せ表(B丁-49)
3

3

3

八   代   東 (熊 本)1

鶴 岡 工 業 (山 形)2 ol
3

0

3

0

-0

261

26関 東 第 一 (東 京 )

27  城 東 (徳 島)

28 日 向 (宮 崎 )

29帝 京 安 積 (福 島)

3

4

5

6

341
3

0

2

3

0

38

10

11

月」 橋   東 (群 馬 )

西 条 農 業 (愛 媛 )

」|` 越 (新 潟 )

り

´

西   乙  訓|(京 都 ) 30 安   佐  北 (広  島)

31金 沢 市 立 工 業 (石 川)

3

3

1

C

|:

3

1

2

19 【／，

一

伊 勢 工 業 (三 重)7

水 島 工 業 (岡 山)8

米   子   西 (鳥 取)23

o20

O O

1 3

283

0

3

0

42 44 Ｃ

　

Ｃ

32  ノ( 白 (愛 知)

長      野 (長 野)9

加  古  チll 東 (兵 庫)10

唐 津 工 業 (佐 賀)11

甲 府 商 業 (山 梨)12

前      沢 (岩 手)13

高  岡 ■i 芸 (富  山)14

埼   玉   栄 (埼  玉)15

鹿 児 島 商 業 (鹿児島)16

土      佐 (高 知)17

山      口 (山  口)18

青 森 山 田 (青 森)19

柏      原 (大  阪)20

阜)21

丁
‐
葉  敬  愛 (千 葉)22

4

2

3

3

33 余 良 !ljヽア ‐条 (奈  良 )

39

12

13

14

15

16

17

34 旭  り|1 工  業 (北北海道)Ｃ

　

Ｏ

35横 手 工 業 (秋 田)

321

o24

293

30o

Э

′

8

9

47

3

1

36常 総 学 院 (茨 城 )

37 九州国際大学付属 (福  岡 )

38作 新学院高等部 (栃 木)

39豊 見 城 南 (沖 縄 )

40  勝 山 (福 井 )Ｃ

　

②

３
　
　
　
う
０

3

Ｏ

　

Ｃ

3

40

41米 谷 工 業 (宮 城 )

ｐ
Ｊ

，

一

45

313

32

42  星 1唆 (静  岡 )

43 延暦寺学園比叡山 (滋 賀)

44盛 同 大 学 附 属 (岩 手 )

45 瑣 ,甫 (:長:  山奇)

46  大 東 (島 根 )

47 り|1崎 総 ′)科 学 (神奈川 )

48  新 宮 (和歌山 )

Ｃ

　

Ｃ

371

3

0

県 アヽ岐 阜 商 業 (岐

別 府 鶴 見 丘 (大 分)24

札 幌 第 一 (南北海道)25

3

0

3

3
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3

41

3

0

49高 松 商 業 (香 川)

3

6

0

48



女子学校対抗 組合せ表(G丁中49)
九州国際大学付属

新      屋

夙  り|1 学  院

広 島 桜 が 丘

西 武 台 千 葉

城      東

県 立 岐 阜 商 業

前      沢

新      宮

山 口 中 央

宮  崎  商  業

柏      陽

高   岡  西

埼   玉   栄

新 潟 青 陵

静 岡 城 北

鹿 児 島 女 子

松 江 商 業

滋 賀 女 子

聖 ウルス ラ学 院

勝      山

旭  り|1 実  業

真 岡 女 子

豊 見 城 南

香  り|1 中 央

(福 岡)1

(秋 田)2

(兵 庫)3

(広 島)4

(千 葉)5

(徳 島)6

(岐 阜)7

(岩 手)8

(和歌山)9

(山  口)10

(宮 崎)11

(神奈川)12

(富  山)13

(埼 玉)14

(新 潟)15

(静 岡)16

(鹿児島)17

(島 根)18

(滋 賀)19

(宮 城)20

(福 井)21

(北北海道)22

(栃 木)23

(ツ中  縄)24

(香 川)25

o18
0

O

34

2

l

0 0

C 42

3

220
0

0

3

26 日召 和  女  子 (人 分 )

27 西   乙  訓 (京 都 )

ｏ
０
り
、υ

③

　

Ｃ

3

，

一

1

3

1()

O 28甲 府 商 業 (山 梨 )

0
府 (愛 知 )

■

.3

2

11

29 ,大

31山 陽 女 子 (岡 山)

●
30山 形 城 北 女 子 (山 形 )

27
01

44 3

C

32熊 本信愛女学 院 (熊 本)

33長 野 商 業 (長 野 )

34千 葉 学 園 (青 森 )

35四 條 畷 学 園 (大 阪)

36新 居 浜 西 (愛 媛 )

37日 本 橋 女 学 館 (東 京 )

38 重 )

28o

4 12
C

O

②

36

0

0

Ｑ
Ｊ

Ｃ

　

Ｃ
39
O

O●

13

2
一
Э

021 29・ 0'

13

14

3_

.0. ■

48

、■

O

C

Ｃ

　

Ｃ

Ｃ

　

Ｏ
′

暁

女佐一
´

Ｊ
Ｊ

〈
υ
■
，

39佐 賀 女 子 (佐 賀)

|,1｀

6

/

0

15

２

　

Ｃ

子 (高 知)

41奈 良 市 立 一 条 (奈 良)

42 日」 橋   東 (群 馬 )

43札 幌 静 修 (南北海道)

44盛 岡 市 立 (岩 手)

45 米   子  東 (鳥 取 )

院 (茨 城 )

C‐

023 31C2

Ｃ

　

Ｏ
43 45

O

O

8

9

●24

2 0

32o
〔. 0・

160

37

⑥

46常 総 学
■ C

41

■25 33。

47 i長

48 郡

49  金

崎  女  子 (長 崎 )
0
17

山  東 (福 島)

沢 向 陽 (石 川)0・3

.0

-25-

0

0



男子個人対抗 ダブルス 組合せ表(BD-98)
倉 ■

正 木

宮 田

佐々 木

藤 巻

茉 水

今 野

茶

`)
坂 本

佐人間

近 藤

日 置

嬌 本

前 田

大 田

福 澤

津久丼

日野杉

窪 田

大 城

鈴 木

黄 倉

岩 田

谷 平

山 下

千 田

坪 井

清 水

豊 中

渡 丼

福 田

賢

掟 之

大 暉

裕 也

純

It―郎

洋 幸

裕 呂

t吾

守

尚 仁

秀 幸

直 樹

自 二

有 祐

正 晃

敏 男

保 人

i告  ・

英 臣

搭 発

雅 人

浩 幸

洋 祐

:[士

思 広

尚 弘

光

京 平

敏 英

論 史

35

◎
 0

011「

夫 韓・平 塚

智 也・今 村

新之介・l11 ロ

優・■ 1‖

悟・岡 峙
隆 丸・長 井

隆 史・:t藤

一 平.藤 巻

思 昭・竹 本

俊 一 正 木

伸 俊・山 浦

将 士・米 野

慈 司・|‖ 前

丈 博・竹 川

学・東 出

優 一 二 好

政 男・津久井

智 幸」ヽ會

基 弘・佐 伯

和 也・I城

直 人・伊 揉

―
徳.高 宮

好 平・■ 田

裕 二・加 藤

淳・広 瀬

達 也・||1村

智・山 本

了・梅 田

俊 幸・植 田

浩 司.長 田

和 也・貴 鍋

太・田 中

壼・浅 田

仁・米 田

淳」II下

…官 門

生・新 宅

人・早 坂

篤・大 ト

也・各 務

太・吉 |す

● 小宮111

+・ 長 原

治・■ 米々

也・山 本

孝.伊 藤

一 梅 円

一・中 野

平・山 隈

4ヽ 11

岩 脇

木 村

● 古 議

m東 惧

,1西 島

‐
2梶 |‖

73安 村

(茨 城・常 継 学 院,1

(億 島・億 島 商 業,2

(滋 賀・延僣寺学園比叡山
' 3

(島 根・夫    東
'4

(新 蕩・高 日 工 業,5

崚児島・鹿児島商業)6

(山 形・鶴 円 工 茉
'7

暖 知・天    白,8
1山 口・山    口19

1福 島・福 島 工 業,10

1福 岡・′、 幡  西,ll

l千 葉・千 葉 敬 1'12

(人 陳・柏    原
'13

(香 川・高 松 商 業
'14

1京 椰・京 都 百 洋)15

(夫 分・別府鶴見丘)16

(群 馬・桐生市立商業,17

1岩 手・甕日大学附晏,18

(円 山・米 島 工 細 9

1沖 ■・豊 見 城 南,カ

1官 ■・東    北
'21

1栃 木・作新学院高等部
'2

1崚 阜・県立崚阜商業
'3

1t北海道・■ ||1 工 業,2

1石 11・ 金沢市立工業)る

r岩 手・南    沢)%

長ヽ 野・須    坂)′
1宮 崎・日    向)"
1奈 良・奈良市立一条,29

1山 葉・甲 晰 商 業,m

l愛 援.西 条 農 茉,31

史 裕 (栃 木・作新学院高等部)

昭 失に 重・伊 勢 工 剰

太 ― (高 知・高知東工業)

智 幸 (岩 手・薦   沢)

悠 也 (長 崎・傷  鷹 館)

彰 平 (大 阪・柚   原)

佳 介 (官 山・高 田 工 芸)

光 ― (11集・3  留)

孝 治 (円 山・水 島 工 業)

司 (秋 田・績 手 工 業)

T 文 (和歌山・星      林)

喬 (福 岡・九州国際大学付属)

翼曖 知・天   白)

智 史 |千 葉・東海大付属望澤)

,介 (福 井・足   羽)

議 児 (大 分・情 報 帯 学)

英一部 (京 都・西  乙  ヨ)

和 広晴 栞・青 森 山 田)

総化麟遺・旭 ナ|1 工 業)

達 郎 (沖 ■・南 風  原)

拓 (山 形・総 円 工 桑)

雄 祐曖 嬢・I   D

秀 t(広 島・祇  園  北)

仁 ■ (東 京・関 東 第 一,

喬 (香 川・高 松 商 葉)

崇 (石 川・全沢市立工彙)

貴 行 (茨 城・
=e字

院)

大 籠 (島 侵・大   東)

丈 日 (奈 ■・奈良市立―条)

i(熊 本・人 it  東)

2
m垣 内

51宮 本

62今 情

“

小野寺

."願 川

'“ 荻 野

,“ 米

,H條

“

青 井

"榊
田

ω池 田

61森 田

o2野 キ|

“

小 柳

.ol高 井

“

丼彙田

大 僣・日 野

光 オ1・ 中 西

鶯 彦・中 尾

光 春・大 石

大 樹・田 中

和 也・永 谷

隆 夫・11[1

洋 平・佐々 木

崇・竹 内

旬 平・高 機

武 樹・北

違・守 田

征 司・光 田

勇 介・小 壼

寛 太・_反崎

渉・亀 井

祐 亮・石 島

峰 夫・西 浦

仁 i千・竹 村

有 作・亀 甲

敏 之・伊 藤

孝・星 田

岳 浩・演 名

豪 介・全

和 敬・木 場

匠・嶋 出

学・槙 野

贅 之・‖1上

暢 仁・宮 本

社■争 平 山

,1

i!2

53 0

|ヽ

111

'3

:1

23

」1

:`

∞

31

31,

2 39

10

ll

!13

さ

10

11

12

r,

11

1;

11,

0

2

0

ヽ

61J

“

■

“

2

0

5,0

は, 2
'8西
谷

,9池 田

,「

●  .0

2

0

0

11

官

　

　

田

原

二

岸

菊

ト

「
【　
　
一０
　
　
０̈
　
　
一“

贅
『
　

‘几

　

一朦

　

●不

門

力

加

■

2

多 日

佐 簾

近 藤

薬 凹

新 円

多 田

橋 本

宮 崎

岡 本

阿 部

計 良

鉦

佐 藤

中 島

細 美

清 水

小 川

茂 見

河 尻

住 占

福 島

高 野

茂 木

山 下

五 嶋

会 澤

森 出

長 原

林

嶋 回
2 |ヽ

ll

|| 遼太郎

純 也

隼 人

和 抜

光 貴

二 郎

=也
正 明

謝 悟

小 池

本 池

‖ 司

`}
鈴 木

||||

谷 11

サ111

谷 ||

俊 輪

颯 也

一 平

裕 樹

勇 人

知 適

夫 吉

1=伸

1  ・

稔

俊 介

拓 也

貴 夫

耕 平

乖暉人

登

籠 ir

高 幸

斎

真 券・中 け

研 之・森 田

誓 也・■ 原

朗・本 側

和 博・

洋 平・

健 太・

真之介・

新・

正 博・

(岐 阜・餞

(鹿児島.魔

(兵 庫・東

(新 蕩・北

(群 島・太

(宮 城・官

(岩 手・前

(埼 玉・埼

(佐 貿・唐

(批海道・札

(長 ,i.長

(鳥 取・米

阜 工 栞)

肥島商業,

■  磨)

越
'

田市立商業)

城鷹工業,

沢)

■  栄)

津  南,

幌 第 一
'

野
'

千 商 業,

1神奈川.

(億 島・

(福 鳥.

(静 同・

(宮 崎・

良

隆

夏

太

良

地

幸

真

充

知

治

行

樹

士

k

塩

平

樹

哉

久

′:

博

翔

満

也

1:

之

章

1福 井・勝    山,2
(秋 田・山 利 工 業)“

1埼 玉・越  谷  南,■

1長 崎・塩    浦,お

(二 重・   籠   ,3o
l広 島・安  佐  北,W
I南北海道・札 幌 第 一,“
(鳥 取・国立米子工業高専)39

(和歌山・新     宮
'40

(佐 賀・唐 津 工 業
'41

1神奈‖|

1青 森

1東  京

1宮 ‖|

1高 知

1兵 庫

1,.,

|ヽ

“舒

“89

15

和

翔

公

L

翔

lk

智

陽

純

祥

屯

2 |「

木

木

橋

藤

能

¨

登

本六

鈴

高

斉

諸

能
0

―――
¨
　

一第

・

“
”

石

　

　

　

　

　

　

　

　

播

森

東

岡

元

肯

関

高

土

東

川142

円
'43
-,44

-,45

佐,46

層
'4'

石
¨

．π

城     束|

帝 ,t , 積|

世 東 商 業,

宮 崎 工 業,

雅

1~

聡

芳

,3

●

　
　
　

０

テl

0

●

“
0

1静 岡・u    陵,48
1i「
:本・人 ft 東

'49

1「

5()

1ヽ,

-26-

11,

ii:

31

“

嶋 m

Oア ||||lt

%稲 力i

(11 日・‖1    日)
(滋 賀・L懸寺学園比叡山)

2

0

「ヽ

0

2

2

2

O

0

0

2

2

2

2

|11

2

||

¬l

眈

iテ
1

0

2

2

2

0

0

|,2

2

2

111 0



女子個人対抗 ダブルス 組合せ表(GD…98)
円

下

塩

遺

蔭

栗

橋

深

野

西

後

天

西

寺̀

石

石

野

岸

福

佐

牧

依

松

本

平

生

會

イi

仲

松

謝

須

玉

尾

真

難

原

藤

山

場

員

村

田

藤

■
,

本

川

田

田

田

本

藤

井

H

」|

村

賀

田

居

蔵

|‖

化

2

|「

2

゛

2

‐
1)

2

,1

,ヽ

:ヽ

,1

2

2

2

lヽ

||

」||

′t,

千賄

鈴 佳

美薬f

掃 子

真 理

加奈子

みゆき

尚 子

美 和

妙 子

あゆみ

真奈美

宏 予

疇 子

悦 チ

給 美

亜希子

智津子

鈴 lt

真 弓

百合子

千 春

有加里

真 理

t奈子

香略里

給 美

樹理子

佐智子

2代江

沙由里

松 本

渡 邊

||1 日

金 内

人次米

岩 田

辻 野

堀 江

佐 藤

中 口

森

茂 内

曽 我

田 中

土 戸

太 田

木 村

小 田

西 日

青 木

佐 藤

久 保

楠

査 満

渡 辺

佐々 木

小 林

井 上

小 機

西 日

中 村

舞 子

沙 織

絵衣子

え り

美 季

笑 子

贅

祐 香

美 保

仁 美

由香利

千賀子

寛 美

理 美

悦 子

牧 子

絵理子

真由美

佑実子

歩

業莉江

美tr

恵

かおり

真希子

歩 美

美 子

智 子

美 枝

裕 美

彰 子

i10

2

522

],0

."守 屋

51夫 橋

.52西 川

53兼 崎

"古
構

“

羽 角

“

若 槻

アを會間

田 十場

"阿
久津

“

中 川

61演 ll

O松 宅

“

立 田

“

斎 藤

“

西 山

“

H田

"野
村

68児 工

69字佐美

70松 田

71田 中

72中 側

73」 品

71越
75礎 貝

76安 楽

7千 葉

お福 円

"今
川

貴 美

曖

■希子

利 恵

詩 織

瞳

益 美

祥 子

啓 子

さえ子

千 明

実知r

麻 美

悠里子

深 雪

輝 子

知 代

郁

あすか

雅 依

早也香

宏 美

沙百合

薫 美

友 希

依 子

さやか

里 恵

美 樹

理息子

久美子

沙矢香

久美子

路 子

知 f

美 奈

雅 子

亮 子

望

和 子

優 佳

千 雅

,,織

千 世

紗 織

亜 希

(円 山.

(崚 阜・

(滋 賀・

(熊 本・

(埼 玉・

(山 形・

(岩 手・

(沖 縄・

1京 都・

1絆 馬・

(石 11・

(香 |‖・

(二 重・

曖 援・

(福 島・

(山 梨・

(広 島・

(福 岡・

1■ 摩・

(秋 田・

(長 崎・

(福 丼・

(神奈‖|・

輛北海道・

(東 京・

(静 岡・

(魔児島・

(青 森・

(奈 良・

(島 取・

(熊 本・熊本信,女学院,1

(大 阪・四 天 I寺 ,2
(長 野・長 野 蘭 茉)3

(山 形・鶴 岡 工 業
'4

(僚 島・城    東)5
(島 根・大    東

'6
(神奈川・柏     陽

'7
(岐 阜・県立厳阜商業,8

(千 葉・千 葉 敬 知 9

(奈 ■・添    上)10
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子 )

子 )

業 )

川)

葉 )

修)

園)

羽 )
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訓|)

川)

)

沢 )

南 )

子 )

院 )

条 )

子 )

美紀子 (福

正 恵 (愛
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亜 希 (大

真 弓 (茨
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潟 琳 (青
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愛 子 (群
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宏 予 (石

停 停 (埼
加奈子 (島

愛 (宮

梢 (沖

歩 (兵

佳 奈 (三

子 )

沢 )

)

寺 )

子 )

1ヒ )

西 )

西 )

1

,

3

4

5

6

7

8

9

10

11
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14

15

16

17
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25
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∞
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21 18
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岡
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重

子
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口

城
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崎
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女

学

和
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森
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彙
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明 奈 (奈
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子  東)
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東
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・園 田 学 日)

暁   )

ヽ

岡

石

山

H」

守

86 平

林 知 佐
川 絵 美

丼 幸 代
日 美鋭子
野 聡 子
屋 仁 美
賀 香緒里
山 真鯉子
田   瞳
川| めぐみ

智 悠里子
岡 真理子
藤 めぐみ
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崎 由 香
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尾 美穂子
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(山
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(愛

(奈

女

商

佐

府
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甲

知

梨
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１

１
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山
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形
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井

戸

坂

下
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Ｈ

口

我

村

藤

池

場

江

山
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本

倉

川

脇
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澤

野
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橋
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40

41

42

43
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45

46
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49

(鹿児島・鹿 児 島 女 子)

(岡 山・山 陽 女 子)

西

池

石

武

福

武

帯

須

天

中

辻

松

"

木・宇 者|` 1:|

岡・静 岡 城

広

本

沢 )

子 )

南 )

北 )

出)

条 )

条 )

川・金 沢 向 陽)

島・広 島 桜 が 丘)

(東 京・淑 徳 巣 鴨)

(北北海道・旭  ,II 実 業)

(神奈川・柏     陽)

(岐 阜・県 立 岐 阜 商 業)

(佐 賀・佐 賀 女 子)

(徳 島・城      東)

(和歌山・有 田 中 央)

(宮 城・聖ウルスラ学院)

(北北海道・帯

(長 野・松

(和歌山・新

(秋 田・新

松 南)
宮)

屋 )
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平成11年度全国高等学校総合体育大会

第 50 ロ 全国高等学校バ ドミントン選手権大会選手等変更一覧

男子

プログラム
ページ 学  校  名 区 分 変  更  lil 変  更  後

I)72 常 総 学 院 マ 不

P73 千 葉 敬 愛

鈴 木 智 晴

五十嵐 誠 相 原 芳 仁

本

兵 藤 雅 之

コーチ

P74 高 岡 工 芸

P75

P76

上 田 邦 男コーチ 秀

三 橋 利 彦

P77 八  代  東 マ 不 小 庵   守 長 野   浩

マネ………マネージャー

変  更  後

横 山   匠

金 丸 昌 子

女子

プログラム
ページ 学  校  名

P79  日本橋 女学館   コー千 111 本 未||1紀

P79 1新 潟 青 陵  |コ■ 1伊 藤 愉 江

P80 金 沢 向 陽 選手 西 村 木綿香

1)81

柳 田 さやか

島 野 千 明

佐 藤 菜保子

P81

P81 マ 不

P81 松 江 商 業 選手  黒 山奇 真 ll

P82 三 陽 女 子  1封 1毛 利 清 志

染 谷 尚 志

山 本 裕 幸西  乙  JII 監督

伊 藤 健 11

区 分 変  更  |)1

P78

P78

札 幌 静 修

千 葉 学 院

コーチ

コーチ

澤 田  |′「

堀 内 英 りj

/、

浅 利 龍 徳

前  橋  束 宮 内 めぐ)tP79 コ
４

′ F可  部  祐  r

滋 賀 女 子

西  乙  訓

米 国 幸 輝

三 橋 利 彦

マ 不

監督

加 藤 亜希子

山 本 裕 ヽ「

夙 り|1 学 院 平 澤 知 子

山 崎 理 絵

P82 広 島 桜ケ丘 マネ1藤 井 留 美 +
自

益

西

枝

奈

一子

子

光

美

一良

優

藤

優
「

I'82 香 り|1 中 央
|コーチ

1選手

掘

齋

藤

西

田

田

田

田

齋

中

佐 賀 女 子
コーチ

選手

マネ…………マネージャー

P83
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平成11年度全国高等学校総合体育大会

第 50 ロ 全国高等学校バドミントン選手権大会プログラムの訂正等

男子

女子

その他

ページ 区  分 訂  正  前 訂  正  後

P83 誤 字
(鹿児島女子)

今 吉 ゆかり 今 告 ゆか り

ページ 区  分 訂  正  前 訂  正  後

P74 誤 字
(高岡工芸)

漬 野 光 宏 3 TD 漬 野 光 宏 3T

P74 脱 字
(高岡工芸)

川 口 佳 介 2T 川 口 佳 介 2 TD

ページ 区  分 訂  正  前 訂  正  後

I)91
栄光のあと

誤 字

第 49回 2位

(日 本橋女学院) (|1本橋女学館 )

P93 誤 字
(最後の行 )

10点 オール 2点 10点 オール  3点
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BTl 鶴 l司 1:業
3 0

ユ剛 橋   東
(11 形 ) (群 馬 )

Sl

1)1

1)2

S2

S3

伊 藤   拓 2[

2[

2[

[

[

15-5
15-10」0

¬

」

0

¬

」
0

¬

」

」

小 川1 知 樹
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15-8
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憲

1ケ

聡

也

聡

也

り|= li l中  貴
／ヽ
′ 野
　
藤
　
　
野
　
　
　
藤

隆  史 15-3
15-4

仏: 洋  幸
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BT2 西  乙  訓| 3 0
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(京  都 ) (愛 媛 )

Sl
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S2

S3
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2[
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[

[

¬

」0

¬

」
1

¬

」0
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10-15
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中
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中
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3
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Sl
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[
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也

樹
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6-15

宮
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田
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中
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7-15
15-3
15-5

西
　
中
　
本
　
　
本
　
　
　
西

昭
　
康
　
和
　
　
光
　
　
　
昭

夫
　
大
　
人
　
　
将
　
　
　
夫

遠 藤 竜
15-8
7-15
15-4

本 1出  裕

男子 学校対抗戦(BT)
1回戦

BTl 占 川1 東
兵 庫 ) 3 0

長 り「

(長  野 )

Sl

I)1

1)2

S2

S3

衛 藤   彰 2[

「
2[

「
2[

[

[

15-8
15-7
]
0小 山 智 之

東 村

高 橋

小 林

高 田

亮  輔 15-13¬
15二
:13」
0

16-17¬
15-411
15-7」

林
　
小
　
一
日
　
山
　
　
林
　
　
　
古

遼太郎

池 俊 介

家 宜 彦

本   聡

武
　
　
　
健

　

拓

　

　

亮

文
　
聡
　
輔

　

郎

　

　

輔

姥

　

　

東

,■

'く

凛|:

ホす 家 宜 彦

BT5 府 商 業
13 1

唐 津 工 業
(山 梨 ) (佐 賀 )

Sl

1)1

1)2

S2

S3

沢 登 貴 史 2[

「
0[

「
2[

「
2[

[

15-1
7-15
15-8

¬

」
1

¬

」2

¬

」
0

山

阿

井

山

阿

ド 敬 祐

深 澤   郁 9-15
15-17

部 翔 太

英
　
司
　
郎

敏
　
浩
　
三

Ш
　
井
　
ＨＩ

長
　
渡
　
池

知
　
憲
　
エ
ロ
　

翔

　

　

知

久

　

．

也
　
　
太
　
　
　
久

15-6
15-1

1:

村

渡 井 浩 司
15-12¬
13-151 1
15-10」

部

池 田 二 郎 本す

BT6 埼  玉  栄
(埼 玉 ) 3 0

業商

印

島

児

児
礎
鹿

Sl

I)1

1)2

S2

S3

1′II 澤  f,;太郎

会 澤 真之介

「 15-7¬
2 1 13-151 1  前
L15-11」

「 15-2¬   イ主2115-1010
L  ―  」  ,森

「 15-6¬  末2115-110
L ― 」  長

'京

 |lli

古 研 之

田 徹 也

永 隆 丸

井 祐一郎

長 リト 祐一郎

斉 藤 元 伸

敦

会 澤 真之介

利根川
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史

丸隆永末
一　
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Ｉ
Ｉ
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男子 学校対抗戦 (BT)
1回戦

BTア
土 佐11

3 0
(山  口 ) (高 知 )

Sl

1)1

1)2
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S3
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坂 本 忠 明
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岩
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坂

　

　

竹
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９
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田
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本
　
　
　
本
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祥

l
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一

BT10 日 I何
3 1

城 lt

(宮 崎 ) (徳 島 )

Sl

Dl

D2

S2

S3

鈴 木 晴 雄 2[

清  水     r  「つ|

悔 田   光  L
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古 谷 松 之 L

「
清 水    r 2[

「
梅 田  光

[

15-5
15-2

¬

」0

¬

」
0

¬

」2

■

」0

岡 田 昴 之

15-5
15-12

力

谷

小

米

　

力

　

谷

九 和 宏

耕  平

15-11
14-17
5-15

梯 信 介

15-2
15-4

澤

　

丸 和

崇

　

宏

　

　

平耕

BT8 千 葉 敬 愛
(千 葉 ) 3  -  0 県 立岐阜 商 業

(岐  阜)

Sl

Dl

D2

S2

S3

植 竹 純 平 2[

「
2[

「
2[

[

[

15-7
15- 10
]
0古 川 貴 志

行
　
臣
　
士

茂
　
政
　
将

本
　
中
　
置

坂
　
田
　
日

15-11
15-2
]0

10

]

]

次
　
二

祐
　
浩

中
　
日

竹
　
山

15-11
15-8

平
　
幸

好
　
浩

田
　
田

岩
　
縄米 野 秀 幸

田 中 政 臣 竹 中 祐 次

米 野 秀 幸 縄 田 ,告 幸

BTll 帝 京 安 積
(福 島)

安  佐  北
3

(広 島 )

Dl

D2

Sl

S2

S3

加

　

鈴

「
21
L

1[

2[

0[

2[

]

¬

」0

¬

」2

¬

」0

橋 本 和 哉
15-9
15-12 0田 村 隆 史

多 田 市l 生

新 宅 地 塩

妹 尾 雄 介

冨 田 直 志

多 田 和 生

新 宅 地 塩

藤 光 貴

木 亜輝人

椋 陽 行

渕 勇 人

15-13¬
10-1512
7-15」

15-6
15-0

藤 光 貴

岩

カロ

月ヽ

10-15
7-15

椋 陽 行
15-5
15-7

BT9 別 府 鶴 見
11

l

米  子  西
(大 分 ) (鳥 取 )

Sl

Dl

D2

S2

S3

松 |ll 11: 也 0[

「
2[

「
2[

「
2[

[

6-15
11-15
]
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男子 学校対抗戦(BT)
準決勝

男子準決勝は 2連覇を狙う第 1シー ドの人代東と、準々

決勝で初陣の 1年生チーム青森山田に3-2で 勝利した第
4シ ー ド札幌第 ・との対戦となった。

第 1単は八代東池田のショー トサープと正確なコーナー

ワークや、ネットプレーで第 1ゲーム第 2ゲームとも15-

1の ワンサイドダームで圧勝。

第 1複第 1ゲームは11-12と 八代東平 11■ 武田が追い L´

げるもののレシープ、スマッシュカに安定した札幌第一橋

本・早坂が終始 リー ドし15-11で先取、第 2ゲームは
15-4で完勝し、対戦スコアを 1対 1と した。
1対 1で迎えた第 2複の第 1ゲーム 7-12か ら14-12
と逆転 した八代東茂見・ 山限であったが粘る札幌第一伊

辺・細田が 14-14に セティングに持ち込んだ。両者ともフ

ァーストサープでポイントが取れず苦戦したが、プッシュ

のパックアウトで 14-16、 ネットミスで 14-17と ゲーム

を落した札幌第一は第 2ゲームも8-15で失って しまっ
た。

◎対戦成績 2対 1で王手をかけた八代東であったが第 2単

の上田は札幌第 ‐の早坂に連続ポイントを許し第 1ゲーム

を 5-15で失った。第 2ゲームも早坂のスマッシュや配球
に苦戦し9-15で負け、 2対 2の対戦スコアとされてしま
った。

◎ 2対 2の対戦スコアで迎えた第 3単は八代東茂見の効果

的なスマッシュが次々と決まり、第 1ゲーム 15-2、 第 2

ゲームも最後はプッシュのレシープミスを誘い15-5で完
勝、対戦スコア3-2で連覇に向け決勝へ進んだ。

S2は打ち切り

今春の全国選抜大会で初優勝を飾り、悲願のインターハイ初制
覇をねらう関東第一高校 (東京都)と 12年ぶり7回 日の優勝を目
指す比叡山高校 (滋賀県)と の対戦は第4コ ートと第5コ ートで
並行して開始された。

第4コ ートで行われた第 1シ ングルスは2年生同士の対戦とな
った。サウスボーの佐々木 (関東第一)に対し、榎本 (比叡山)
は積極的かつ丁寧な攻撃で終始ラリーを支配し、 1ゲームロを15
対 3で取った。 2ゲームロは中盤一時7対 8と 佐々本にリードを
許したもののその後、得点を許さず15対 8で榎本が制した。
一方、第5コ ートで行われた第1ダブルスは選抜大会個人戦ダ
ブルス優勝の稲垣・谷口組 (比叡山)に対し全 (韓国からの留学
生)と 安村のベアが挑む形となった。 1ゲームロは比叡山ペアが
数点リードすると関東第一ペアが追いつくというパターンを3回
程繰り返した後、11オ ールから比叡山ペアが抜け出し15対 11で
先取した。
しかし2ゲームロ中盤からは関東第・ペアがドライプの応酬を
制することが多くなり、また前衛で全がラリーを組み立て、後衛
から安村がジャンピングスマッシュを打ち込むという攻撃が功を

奏し始め、関東第一ペアが2ゲームロを15対 5、 3ゲームロも15
対11で取り逆転勝ちをおさめた。

続く第3ダ ブルスは第2ダブルスの試合進行中、第4コ ートで

始まった。 2年生ながら関東第一のエース佐藤と山田 (3年生)
のペアに対し比叡山は山崎・瀬川の3年生ペア。 1ゲームロ序盤
は、佐藤がプッシュのエラーなどを繰り返したが要所で切れ味の

良いスマッシュを決め15対 10で先取。 2ゲームロ、フアースト
サーバーの佐藤は2本連続ロングサービスでエースを奪い、その

後も得点を重ね6対 0と リードし、ゲームの主導権を握った。終

盤比叡山ペアも抵抗を試み5対 14か ら10対 14ま で追い Lげるが

健闘及ばず10対 15で敗れた。
2対 1の 関東第・リードでむかえた第2シ ングルスは、 1ゲー
ムロを尾崎 (比叡山)が 15対 3であっさり取り楽勝かと思われた
が、 2ゲームロは―‐進―退の攻防の末、佐野 (関東第 ―)が奪い
返し、ゲームカウント1対 1で ファイナルゲームに突入した。フ

ァイナルゲームは5対 2と 尾崎がリードした後、佐野が4対 6ま

で追いあげたところで、隣のコートで行われていた第 3シ ングル

スが終了し、打ち切られた。

第2シ ングルスの1ゲームロが終わったところで第5コ ートで

始まった第3シ ングルスは、先の選抜大会個人戦シングルスで 2

年生ながら優勝した関東第一佐藤と比叡山稲垣のエース対決。第

2ダ ブルスが終了した時点で1対 2と 王手をかけられている稲垣

は、下級生ながら強豪の佐藤に果敢に挑trが、スピードとラケツ

トワークで勝る佐藤はじりじりと稲垣を追いつめ1ゲームロ12対

4か ら15対 9で先取。 2ゲームロも11対 4か ら11対 0ま でつめ

寄られたもののそこから4点連取し、15対 9で勝ち、関東第一高

校を初めての決勝戦に導いた。
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*勝敗は 3点先取なので、第 2ン ングルスで決定、並行試合

で第 3シ ングルスが早く終わったため記録は残る。

男子学校対抗戦決勝は、昨年に続き連覇を狙う八代東と全国選抜大会を制した関東第
‐の選抜大会決勝と

同じ対戦となった。

第 1シ ングルスは、十田と佐野の対戦となった。序盤から両者のスマッシュ攻撃の連続であったが、佐野

のミスもあリー気に土田が 10-3と リードした。後半、 3点連続先取したものの土田の勢いに押し切られ
15-7と ゲームを先取した。
2ゲーム日は、前半佐野が 5-2と リードしたが中盤からミスも日立ち5-6と 逆転をゆるし、一進一退
のゲーム展開となったが、終盤、 11日の積極的な攻撃で一気に加点し、15-8で勝利した。
第 1ダブルスは第 1ゲーム日入代束の茂見・池田組が、佐藤・佐々木組のミスに乗じて、一気に10-4
とリー ドした。その後も勢いは止まらず15-5と あつさり1ゲーム日を先取した。第 2ゲームは序盤佐
藤・佐々木が 5-3と リー ドし、中盤のやりとりはあったものの15-6で 2ゲームロを取った。第 3ゲー
ムは勢い衰えることなく一気に15-7と フアイナルゲームを制した。
第 2ダブルスは、序盤お互いに一進一退のゲームになるが、安定した攻撃力のある安村・山田組が 7-5
とリードし、一気に15-5と 第 1ゲームを取る。第 2ゲームは盛り返しをしたい平山・武田組が 6-6と
するが負けじと安村・山田組が 10-7と 再びリードを広げ、最後は平円・山田組のミスで15-12と 勝利し
た。

第2シ ングルスは、両校のエース同士の対戦となった。佐藤のショートサープから始まり、茂見のネット

ミスやカットミスから8-3と リードするも茂見も負けず中盤ようやく9-9に並んだ。そして ・気に 3点
加算し逆転したが、粘る佐藤は13-13と 追いつく。最後 3回のサープのやりとりもあったが、佐藤が15-
13と 1ゲーム日を先取した。第 2ゲームは 1ゲーム日と同様に佐藤が 3-0と リードしたが、茂見も粘っ
て一時は8-3と リードした。しかし、佐藤は攻撃の手の緩めることなく8-8と 追いつく。その後は丁寧
な球回しの佐藤がスピードを生かして、15-9と ゲームを制した。お互いが両校のエースらしい大変すば
らしいゲーム内容であった。

第 3ン ングルスは、序盤 4-0と 佐々木がリードするが足にケイレンが起こり始めペースを考えた試合連
びとなる。 6-5か ら池田が快調に飛ばし15-7と 1ゲームロを取る。 2ゲームロは足に不安をかかえる
佐々木に対し池円が、15-0で 2ゲームロも取り勝利した。
関東第一は、見事に全国高校総体初優勝を飾り、全国選抜大会に引き続き2冠を手にした。
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詩 織

準決勝1試合目は、高岡西高
`富
山)を 3対 1で退けた九日夫付 (福

岡|と 、香川中央 1香川)を 平行コートを行ないながら3時間15分の熱
戦を制した埼玉栄 1埼玉)の対戦となった.
シングルスは昨年度仙台市で行なわれた全中の決勝戦と同じ対戦と

年生同志の対抗戦第1単となり、埼玉栄広岡のサープで試合がはじ
.広岡の2点連取後サービスオーバーとなり、潮田の高い打点から
ッシュが決まり5-3、 この後、広岡のコートいっぱいに入るクlリ

ドロップが決まり、 8-5と ばん回をした。このまま広岡の逃げ切
われたが、フォアからのドロップをミスし、サービスオーバーとな
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2年連続決勝進出をかける金沢向陽高校と、選抜で団体とダブルスを制

した熊本信愛女学院高校の対戦は、 2コ ート並行で始まったが、全5試合

中4試合がフアイナルゲームにもつれ込む大激戦となった。

第1シ ングルスは、野口が終始先に攻撃をしかけ、中川が丁寧に拾うと
いう展開。野日の攻め急ぎからのミスを待つ中川が、我慢のレシープから
チャンスを見て攻撃に転じる作戦で5-3か ら抜けだし、後半は野口のオ
ープンスペースにスマッシュが決まりだし、ll-4で第1ゲームを先取.
第2ゲームも中川がねばり強いレシープで6-0と リードするが、野口は
徐々に勢いを取り戻し9-9に 追いつき、10オ ールでセティングに入る
と、野口が気迫で13-10と 振り切る。ファイナルに入ると強気を崩さぬ

野口がスピンヘアピンとスマッシュで終始リードを保って11-7で 1時
間10分の熱戦を制す。
第1ダブルスは日■・戸泉のスマツンユとドロツプの攻撃を西・曽我が
ドライプで切り返す形で、田上・戸泉が・時9-5と リードするが、西・
曽我もじっと耐え、 9-9で捕らえると、 ドライプで相手を崩し、 ‐気に
15-9,第 2ゲームは田上のスマッシュが決まりだし、西・冑我はネッ
トに詰められず、出上・戸泉が15-6と 押し切った。フアイナルゲーム
は田上・戸泉のスマッシュに西が前へ出てドライプで応戦し、一進―退を
繰|,返すが、西・曽我が13オ ールから一気に15-13で押し切った。
第2ダブルスは松本・石阪のリードで始まるが、島野・田井が6-6で
追いつくと松本・石阪にミスが出て、一気に15-6。 第2ゲームは逆に
島野・田井のリードを5-5で松本・石阪が捕らぇるとそのまま15-10
と取り返す。ファイナルゲームは3-3からじわじわと島野・日井がリー
ドを広げ、集中力を欠いた松本・石阪に対し、サウスポー島野のフォアの
カウンターが要所で決まり15-8で制す。
第2シ ングルスのエース対決は、昨年シングルス3位の日上の力強いス
マツンユを西が拾う展開で9-9から田上のミスで西がlo-9`田 上が
先に連続攻撃に出るが、一瞬のスキを捕らえた西のクロスリターンが決ま
る。第2ゲームに入ってもH上が先に■掛けるパターンは変わらず、日_し
の気,1が勝り11-4で取り返す。ファイナルゲームは両者スタミナの消
耗が著しく、我慢比べ.闘志みなぎらせる日卜がスマッシュを武器に攻め、
後半足が出なくなった西を左右に振って11-5で勝利て
第3シ ングルスは曽我のサーl'スで始まり、曽我のリバースカットがい
きなり決まると、松本にミスが連続し、曽我が1-oと リード.第 2ダブ
ルスの後、lo分 しかインターバルが取れなかった松本に疲れが見えミス
が日立つ。松本はリズムをつかめず、 4-6でサービス時にフットフォル
トを犯し、流れが曽我に傾き、長身の松本を小柄の曽我がスピードで振り
回し、一気に11-3と 先取。第2ゲームは終始曽我のリードで進む。松
本も徐々に落ち着き、焦った曽我の攻撃ミスで6-7ま で追いLげるが、
7-9からブッシュミスが出て、曽我が10-7と マッチポイントを握る
と、渾身のスマッシュでボディアタックを決めて、金沢向陽高校が2年連
続で決勝進出を決めるとともに、 2コ ート並行にもかかわらず約3時間の
熱闘にビリオドを打った。

7、 8点 と3点連取し追い上げたが、このまま広岡が11-8で 1
を先取。
ゲームは広岡が5点連取、特に潮日のスマツンユを3本拾いまくり、

相手の体を崩すクロスドロップは練習の成果と集中力を感じさせた。この
ゲームは潮日のサープミスやスマッシュミスに助けられ、11-7で この
試合をものにした。総時間31分は昨年の全中の順位を変える試合であった。
第1ダブルスは、松尾・藤本組が橋本・志賀組のスマッシュを左右によ
く振り、 5-0と 前半をリードし、その後も前後に相手を動かし、攻撃の
手をゆるめず一方的に15-0で第1ゲームが終わる.第 2ゲームは、サ
ービスオーバーを繰り返し3-2と 橋本・志賀組がリードするが、相手の
攻撃をよく退け松尾・藤本組がll-3と し、その後、相手の不ツト前で
の連続ミスもあ1'15-5で 退けた。
第2ダブルスは、臭村・田ノ上組のスマッシュが2本決まり2-0と な
るが、古橋・大下粗が相手のミスが多くなったところで5-2、 10-4
とリードを広げるが、奥|す・田ノL,組 もねばり10-12ま でするが、最後
は古橋のスマツンユがサイドに決まり、15-10で 1ゲームが終わる.第
2ゲームは奥村・ロノH組が積極的に攻め4-2、 9-6と接戦になるが
ミスの多くなった奥村・HIノ 上粗を15-11で 退けた。
第2シ ングルス、九回夫{1日辺の長身からのスマッシュ、 ドロップを生
かした攻撃的プレーヤー.対する埼玉栄夫橋は小柄でシャトルを拾いまく
るタイプの戦いとなった。 3年生同意の試合は前半は手の内を探|り ながら
の展開とな|,、 3-5での大橋のショートサービスミスそして逆に6-3
での日辺のロングサービスエースから一気に11-3と 日辺が1ゲームを
取った。 2ゲームに入リー進―退のン~ソ ~ゲ ~ム となったが、日辺が
10-8と マッチポイントを握り、このまま行くかと思われたが大橋の粘
りで2点連取、セティングに突入した。
長いラリー、クロスのヘアピンをミスした大橋、前のラリーでのヘアピ
ンミスが頭を横切ったか、ネットミスをし13-12で田辺が勝利した。
2対 2でむかぇた、第3シ ングルス、大下は第2ダブルスとの連続で疲れ
が見えるが4-1と リードするが相手フォア側へのクリアーミスからl,ズ
ムを崩し3連続ポイ/卜 を相手にやるが、4-4か ら一気に9-5とする。
松尾に粘られて9-9と なるが、lo-9と 一歩リードし1ゲームを取
るかと思われたが、松尾のリズムを変えるンコートサービスでセティング
となると、集中力が欠けたのか一気に13-10と 松尾が1ゲームを取る.
第2ゲームは最初から大下の動きが悪く、 4-0と なる。松尾は大下を

ltlぇ
左右に良く動かし 11-3で勝ち九州国際大付属力決勝進出を果
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決勝 戦 は昨 年 度 と同 じ顔 合 わせ で お こなわれ た。 両チ ー ム と も準 決勝 を 3対 2と 熱戦 の末 、 決勝へ と進 ん だ。
第 1シ ング ルス は中 川 か らの サ ー ビスで始 まっ た フ ァー ス トゲー ム は相 手 の ミス で 3ポ イ ン ト連 取 し、 そ の後 も
5-0と 点 差 を広 げた。
しか し、 ・進 一退 の攻 防 か ら、潮 田の ヘ ア ビ ンの ミス な ど も出始 め 6オ ー ル とな った。 そ の後 も点 数 は措抗 し、
7オ ー ルか ら 8オ ー ルヘ とな った。 そ の後 、

'朝

日が 10-8か ら 11-8と 第 1ゲー ム を取 った。
第 2ゲー ム は序盤 、 ‐転 して中川 が相 手 のバ ックア ウ トな どの ミスで一気 に 9-0と した。 そ の後 も潮 田の ミスが
続 き、 10-1と な り、 そ の 後何 度 か の サ ー ビス オ ーバ ー の後 、 あ っ さ りと第 2ゲー ム を と リフ ァイナ ル ゲー ムヘ と
もつ れ込 んだ。

フ ァイナ ル ゲー ムは一転 して潮 |‖が相 手 のサ イ ドア ウ トな どの ミスで一旦 は 5-0と リー ドした。 そ の 後、潮 田の
弱 気 の プ レー もあ り、 5-3と 追 いつ か れ そ うにな ったが 、 中川 の スマ ッシュ ミスで 6-3と チ ェ ンジエ ン ドした。
そ の 後 も ‐進 ‐退 の攻 防 が続 き、 中盤 以 降 は潮 田の スマ ッ シュ攻 撃 が 冴 えた こ と と、 中 川 の ヘ ア ピ ン ミス な どで

8-4と し、続 く攻 防 の後 、潮 日の攻 撃 で 9-6と した。 次 の ラ リー を中川 が ク ロス ネ ッ トを ア ウ トに して 10-6
とな った。 サ ー ビス オーバ ーが何 度か あ り、最後 は中川 の スマ ツンユが ネ ッ トを越 ぇず 11-7と 潮 回が勝 利 した。
第 1ダブ ル スは序盤 、金沢 向陽がす ぐに 8-2と リー ドした。 だが 、 九州 国際大 付属 も相手 の ミスや 自分 た ちの攻
撃 に よって 9-8と 逆転 した。 中盤 はサ ー ビスオーバ ーが何 度か あ った後 、 九州 国際大 付属 が 相 手 の逆 をつ いた ドラ
イブで 12-8ま で リー ドした。
そ の 後 は互 い の 力 が ぶ つ か り合 い 。 13オ ー ル とな り金 沢 向 陽 が 14-13と 逆 転 した あ と、 次 の 長 い ラ リー の 末 、
15-13と 第 1グー ム を もの に した。
第 2ゲー ム は 2-0と 九州 国際 人付 属 が リー ドした ところで lllノ 上 の左 足 が痙 攣 しタイムが とられ た。 そ の後、 金
沢 向陽 が 5-2と した あ と、 点 数 を互 い に重 ね 10-6と 金沢 向 陽が リー ドした。 そ の後 も金 沢 向 陽ペ ー スで 14-7
とマ ッチ ポ イ ン トを と り、最 後 はあ っ さ りと九州 国際大付 属 の レシー プ ミスで試合 を終 了 した。

第 2ダブ ル ス、 九州 国際 人付属 ・藤本 のサ ー ビスで始 まった この試合 、序 盤 、先取 点 は金沢 向陽が取 るが 、 九州 国
際 人付 属 はスマ ッ シュ攻撃 で 3-1と リー ドす る。 しか し、金 沢 向 陽 もよ く粘 り、 相手 の カ ッ トミスな どで 2-4と
迫 いす が った .

中盤 、 九州 国際 大 付属 の前 衛 で の攻 撃 が 冴 ぇ、 8-2と 一気 に リー ドした。 金沢 向陽 も巧 み な レシー プで対抗 す る
が 、 ′ι州 国際 人付 属 の攻 撃 が 卜_回 り、相 手 の ミス に も乗 じ、 15-2と 九州 国際大 付 属が完 勝 した。
サ イ ドの替 わ った第 2ゲー ム、 ,宇盤 、 一 点攻 撃 に転 した 金沢 向陽 の スマ ッシュや バ ックヘ の プ ッシュな どが 有効 に
決 ま り、相 手の ミス に も乗 じて 6-0と リー ドす る。 九州 国際大 付 属 もスマ ツンユで対抗 し 2-6と 迫 い あ げ るが 、
金沢 向 陽 は ミスの 多 い九州 国際 大付 属 に 8-2と リー ドした。 中盤 、 九州 国際 大付 属 は粘 りを見せ 、 8-5と 徐 々に
追 い Lげ態 勢 に入 り、後衛 が スマ ツンユ を打 って前衛 が 決 め る攻 撃 パ ター ンが 冴 え始 め 7-8と 一気 に追 い上 げ た。
8オ ー ルの 同点 か ら松 尾 の カ ッ トが 中央 に決 ま り 9-8と 逆 転 、 そ の 後 、 Cの前衛 か らの攻 撃 が 冴 え、 15-9と 金
沢 向陽 を振 り切 った _

2ゲー ム 11の 立 ち上 が り、 ミスが多 く不 安 定 な場 面 もあ ったが 、攻 撃力 に上 回 った九州 国際大付 属 の松 尾 ・藤 本 が
力 の差 を見せ つ け圧 勝 した試 合 で あ った。

第 2シ ングル スの出 だ しは松 尾の着 実 なプ レー で 4-1と した。 中盤 も松 尾 のペ ー スは崩 れず 7-2と な った。 西
はヘ ア ピ ン ミスが続 くな ど松 尾 に揺 さぶ られ、一気 に 10-2と な り、最後 は西 の ミスで 第 1ゲー ム を取 った。
第 2ゲー ム は序 盤 、西 の ドライブ気 味 の スマ ツンユ レン ~プ が 冴 え 3-1と した。 しか し、松 尾 の速 い フ ッ トワー
クを用 いた粘 り強 い ブ レーで 5-3と 逆転 した。 その後 も点 数 を互 い に重 ね 7-6と 松 尾 の リー ドで迎 ぇた終 盤、 西
の スマ ッシユ ミス な どで 9-6と な った。 長 い ラ リー か ら松 尾 の クロス ネ ッ トが 相 手の ミス を誘 い 10-6と なった。
そ して 、マ ッチ ポ イ ン トか ら、長 い ラ リー を松 尾 の スマ ッシユが西 の コー トに ノー タ ッチ で きま り、 九州 国際大付 属

は 2年連続 2度 日の栄 冠 を もの に した。
第 3シ ングルス は序盤 か ら中盤 にか けて相 手 の ミス もあ り、 |‖辺が 、 7-2と リー ドした。 その後 も田辺 の カ ッ ト

が さえ、 10-3と ゲー ム ポ イ ン トを とっ た。 サ ー ビス ォーバ ーが何 度 か続 い た あ と、相 手 の ミスで 11-3と 簡 単 に
ケー ム を とった。

第 2グー ム は逆 に曽我 のペ ー スに な り 4-0と な った。 中盤 も曽我 のペ ー スが続 く● 力l田 辺 の ミ.ス .も■ ■ 10-3
と リー ドし、一気 に 11-3と 曽我 が決 め ゲー ム オー ル となったが、 第 2シ ングル スに決着 が つ い たため経 工した。
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第 1試合

金沢市立工業の 3年生ペアと関東第一の 2年生ペアの対戦となった。第一ゲームは金沢市立工業ペアのサ
ープから始まった。いきなり広瀬のロングサープがェースとなり若い 2年生ペアが動揺し、 ミスを連発、
7-0と リードする。サービスオーバーを繰り返しながら関東第一ペアが落ち着きを取 り戻しドライプの打
ち合いからネット前での速いタッチの攻撃で 7-7ま で挽回する。その後佐藤の速いスマッシュで主導権を
握り、15-10で関東第一ペアが 1ゲームを先取した。
第ニゲームは序盤から点を取り合う展開となり5-5と 見応えのあるゲームとなった。 8-5と 関東第一
のリードからスマッシュがアウトした際、金沢市立工業ペアにワンタッチがあったのではないかと審判に質

問するが、判定は変わることなく関東第一ペアがそこから調子をくずし、 8-8ま で挽回される。10-10か
らサープレシープのミスが続いた関東第一ペアに金沢市立工業ペアが上から攻撃を繰り返し15-13で取り
フアイナルヘもつれ込んだ。

ファイナルゲームでは点を取り合う ―進一退の攻防が繰り広げられるが常に速い攻撃で主導権を握る関東

第一ペアがリー ドする。金沢市立工業ペアも相手のミスに乗じて、必死に食い下がるが最後は山下がスマッ

シュレシープを不ツトにかけ、15-11で 2年生ペアが決勝進出をきめた。

準決勝

第 2試合

選抜大会優勝で第 2シ ードの稲垣・谷日の比叡山高校ペアと、第 6シ ー ドながら学校対抗優勝で勢いに乗

る安村・全の関東第一高校ペアの対戦となり、激戦が予想された。

第一ゲーム。比叡山ペアが、サーブプッシュをミスし、関東第一ペアが 1点先取でスタートした。しかし

その後、関東第一ペアにイージーミスが連続し、 6-1と 比叡山ペアがリー ド。中盤からようやくお互いに
体が動くようになり、激しい打ち合いが見られるようになった。ここで、関東第一ペアが、スマッシュや前

衛のプッシユを決め、 6点連取し、 9-7と リードしゲームの主導権を握った。
終盤に入って互いに点の取り合いとなり、14-13で関東第一ペアがリード。関東第一ペアが激しく攻撃を

しかけるが、それを比叡山ペアがしのぎ、相手のドライブミスでセティングに持ち込んだ。セティング後は、

互いに譲らす、激しい打ち合いとなリサービスオーバーを繰り返したが最終的に関東第一ペアの前衛が返球

を不ツト前に落とし、17-16で第 1ゲームを奪った。

第 2ゲーム。最初から関東第一ペアが激しく連続アタック。比叡山ペアは必死でしのぐが守り切れず、 5

点連取された。好運な不ツトインで 1点を返すものの、その後も要所要所でロングサープを使われ守勢一方

となった。関東第一ペアは速い出足でネット前を制し、強烈なアタックを繰 り返し、相手の返球が甘くなっ

た所を前衛で確実に決め15-2と 一方的な展開でこのゲームも取り、決勝進出を果たした

合

」々

試

番
選 手 氏 名

学  校  名
ス コ ア

(県  名 ) )

96
介
徹

＞

康

仁

．

す
　

第

丼
，

一こ

安
全
，関一ふ

り

¨

17
15

‐６

２

稲 垣 翔 悟
谷  口   斉
(滋 賀・延暦寺学 園比叡 山 )(束

-61-

選 手 氏 名

(県   名  ・ 学   校   :`縫
`:



男子 個人対抗戦 ダブルス(BD)
決 勝

男子ダブルス決勝戦は、団体初優勝の勢いに乗る関東第一高校同十の対戦となった。

同校対決ということもあり、静かな中で試合が始まった。 1ゲームの立ち上がりは、全・安村組がシング

ルス準決勝の疲れが残る佐々木のミスから6-2と リードをするが、佐藤・佐々木組も粘りを見せ 10-10

と追いついた。その後、佐藤のスマッシュが決まりだし、14-12と ゲームポイントを握ったが全・安村組も

2点 を取リセティングとなった,セティングになってから全のミスが続き佐藤組が17-14で競り勝った。

2ゲーム日になると、お互いにミスが多い中、全・安村組が小刻みに点を重ね10-3と リー ドをし、 2回

のサービスオーバーの後 5点 を連取してファイナルゲームヘともつれ込んだ。

ファイナルゲームの最初は、佐藤・佐々木組が 3-0と リードをしたが、シングルスの疲れが残る佐藤・

佐々木組のミスが目立ちはじめ全・安村組が 9-4と リード。その後、佐藤組は12-9ま で追いつくが最後
は 3点連続ポイントで全・安村組が押し切った。
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女子 個人対抗戦 ダブルス(GD)
1回戦
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女子 個人対抗戦 ダブルス (GD)
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女子 個人対抗戦 ダブルス (GD)

4回戦

女子 個人対抗戦 ダブルス(GD)
準々決勝
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女子 個人対抗戦 ダブルス(GD)
準決勝

第 1試合

本庄のサービスで始まる最初は熊本信愛女学院がサービスプレイクを2本続けてミスをし、いきなり2-0と なっ
たが、お互いのミスで 4オールとなった。

その後は本庄第一がネットにかけるなどのミスで、 7-4と熊本信愛女学院がリードした。
動きが遅く、 ミスが多い本庄第 ・に対し、 ドロップ攻撃でノータッチを決め11-5ま で熊本信愛女学院がリード
した。

本庄第 ‐は守りに回ることが多く、攻撃してもレシープエースを奪われたりした。最後は簡単にシヨートサービス

を見逃し、15-6と あっさりと熊本信愛女学院が第 1ゲームを取り、本庄第一の動きの悪さが目立ったゲームであ
った。

第 2ゲームに入ってもいきなり謝がサービスプレイクのミスをし、 2-0と なったが、本庄第一も 2オールから
4-2と ‐端リードした。その後、 4オ ールとなり、田上のヘアピンがネットインし5-4と 熊本信愛女学院が一歩
リードした。

その後も接戦が続き8-6と 本庄第一が再びリードした。陳がスマッシュレシープを消極的にネットヘリターンす
る事などが多くスマッシュで決められ、 7-8と熊本信愛女学院が追い Lげる。
陳がスマッシュを打つが相手からのドライプリターンがとれず、 ミスが続き12-9と 熊本信愛女学院がリードし
たが、熊本信愛女学院のジャッジミスなどで11-12ま で本庄第一が追い上げた。

その後、田 卜のミスが続き12オ ールとなったが、熊本信愛女学院のミスで13-12と 本庄第一が逆転したが、謝の

ロプがサイドアウトして13-13オ ールとなった。

熊本信愛女学院のドロップ攻撃でノータッチをとり14-13と なったが、謝のスマッシュが決まり14オ ールのセテ
ィングとなった。

松本がロングサービスのレシープをアウトにするなど16-14と 本庄第一がゲームポイントを取り、最後は田 Lが

謝のサービスをアウトにし、17-14で本庄第 ‐がとリファイナルゲームヘともつれ込んだ。

謝のサービスから始まるファイナルゲームは、陳の消極的なレシープや謝のサービスレシープの ミスなどで 4-1
と熊本信愛女学院がリー ドした。

長いラリーから熊本信愛女学院の攻撃が冴え 6-1ま でリー ドした。その後、熊本信愛女学院・田 卜のミスなどで
4-6ま で本庄第一が追い上げたが、陳へのワンマンアタックや攻撃が冴え、 7-4と 熊本がリー ドを保った。
その後、陳がスマッシュをセンターに決め、 5-7と 本庄第一が追い上げた。その後、サービスオーバーが何度か
あり、陳のサービスレシープがネットを越えず、 8-5で チェンジエンドとなった。
熊本信愛女学院は相手のリターンミスなどで一気に12-6と リー ドした。その後も互いにポイントを重ね 13-7
までポイントが移った。

終盤、熊本信愛女学院・用上のスマッシュが決まり14-7と なり、最後は田 Lの カットが決まり15-7と あっさ
りと勝利をものにした。

本サli第一は、持ち味とするスピー ドのある攻撃的なゲームができず、守 りも消極的であった。一方、熊本信愛女学
院は自分たちの力が十三分に出せた試合であった。
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女子 個人対抗戦 ダブルス(GD)
準決勝

第 2試合

優勝候補筆頭の赤尾姉妹と九州大会を制した野村・脇坂組の同プロック対戦。

赤尾 (美 )の ロングサービスで始まり、リターンを赤尾 (亜 )がスマッシュで決める。赤尾組はロングサービスを多
用し、安定したレシープカで野村・脇坂に打たせて切り返す展開。序盤、野村・脇坂にやや固さが見られミスが出て、

赤尾組が4-1と リードするが、野村・脇坂も次第に攻撃にリズムが出てきてスマッンユでレシープを詰まらせ 4-
5と 逆転すると10-4ま でリードを広げる。赤尾組もロビング、 ドライブを駆使して応戦、野村・脇坂のプッシュ
ミス、ネットミスを誘い10-12と 追い上げ、赤尾 (亜)のスマッシュで13-13で捕らえる。ここで野村がクロスス
マツンユを決めサープ権と流れを取り戻し、脇坂がスマッシュを2本決めて15-13で 第 1ゲームを先取する。

第 2ゲーム、脇坂のサービスを赤尾 (美)がプツンユミスすると野村・脇坂のスマッシュが連続して決まり4-0。
野村・脇坂組の攻撃が徐々に赤尾組のレシープを打ち破る。サービスオーバーになっても、赤尾組は 1点ずつしか取

り返せず 2-6。 ここで野村のロビングとドライプを赤尾姉妹が 2本連続ウォッチするも、判定はイン。逆に赤尾の
ロビングがアウトで9-2と 差は広がる。サービスオーバーから赤尾 (美 )がようやくスマッシュをセンターに決め
て 3-9。 脇坂のスマッシュがバックアウトになるなどで5-9ま で盛り返し、懸命にロビングで左右に揺さぶろう
とするが、野村・脇坂の足がよく動き、攻撃のリズムを止められない。野村・脇坂組のレン~プアウトが 2本連続し
て一時12-7に なるがここまで。野村のロビングを赤尾 (美 )がウォッチするがインで13-7。 脇坂のスマッシュ
が決まり14-7。 最後は甘くなったレシープを野村がスマッシュを決めて、15-7で決着。
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女子 個人対抗戦 ダブルス(GD)
決勝

難敵の中国人ペアを2-1で Fした春の選抜優勝ペア田上・松本組と、ノーシードから勝ち上がり準決勝では春の
選抜準優勝ペアを2-0で Fし た野村・脇坂組の九州対決となった決勝戦は、精華女子のサープではじまった。
序盤は熊本信愛女学院ペースで8-1と 熊本信愛女学院がリード、 8-4と なったところで熊本信愛女学院が汗ふ
きで一息入れる。流れは精華女子で精華女子が 8-10ま で挽回。ここで二度目の汗ふき。その後シーソーゲームに

なるがやや熊本信愛女学院が浮き足立ち11-11で汗ふきタイム。そのあとすぐに12-11と 精幸女子が逆転。13-13

になるが精華女子がレシープを頑張り15-13で先取。

第 2ゲーム、精華女子が第 1ゲームの勢いで 5点 までリードするが、熊本信愛女学院がよく粘って 5点で逆転、

10-5と 引き離す。 ドライプの応酬、 2段攻撃とダブルスの良いプレーが随所に見られるなか、やや精華女子にミ
ス、熊本信愛女学院に粘りで15-12で熊本信愛女学院が振り出しにもどす。

第 3ゲーム、序盤は精華女子ベースで 5-0、 熊本信愛女学院が踏ん張るがミスが日立ち11-3と 中盤も精華女
子が、よく守って主導権を握る。

後半に人って最後の気力をふりしぼる熊本信愛女学院、堅いレシープで応戦する精華女子、 ・時は 8-12と熊本
信愛女学院が追い上げるが、精華女子が15-8で振り切ってゲームセット。 1時間の熱戦を制する。
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男子 個人対抗戦 シングルス(BS)
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男子 個人対抗戦 シングルス (BS)
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男子 個人対抗戦 シングルス (BS)

2回戦
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男子 個人対抗戦 シングルス (BS)

3回戦
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男子 個人対抗戦 シングルス (BS)

3回戦

男子 個人対抗戦 シングルス(BS)
準々決勝
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男子 個人対抗戦 シングルス(BS)
準決勝

第 1試合

学校対抗に優勝し、前試合でもダブルス決進出を決めた佐藤と、今大会シングルスのみのエントリーであ

る新開の対決となった。

1ゲームは序盤から佐藤が多彩な攻撃で 9-0と リード新開も相手のミスをさそい 5点 を返すがスピード
とショットのキレで上回る佐藤が一気に攻め15-5で 1ゲームロを取る。
2ゲームは新開が意地を見せ、 3-0と リー ド、その後、好ラリーを展開し3-3と 佐藤もおいつくが、
新開が強きの攻撃を見せ 9-3と 大きくリードする。佐藤も疲れを感じさせず 7-9と 巻き返し息をのむラ
リーの末13-11と佐藤がリードするが新開もスマッシュを使い13-13と し新開にあと 1点でマッチポイン

トというプレツンヤ~がかかり、佐藤のスマッシュ攻撃にセティングに持ち込めず15-13で佐藤の勝利と

なった。 1ゲームロこそ佐藤の一方的な試合展開となったが 2ゲームロは互いに力のぶつかりあいとなる好
ゲームであり、勝った佐藤は 2年生での 3冠へ夢をつないだゲームであった。

準決勝

第 2試合

第一ゲーム、佐々木のミスが目立ち、稲垣のスマッシュカットもきまって 3回のサービスオーバーのあと

一気に7-0で稲垣リード。その後、稲垣にもミスが出るが、佐々木のミスがとまらず14-4で稲垣がゲー
ムポイントをにぎる。その後、稲垣に気のゆるみが出て、一気に14-14の セッティングにもつれこむ。15

点日は佐々木がとるが、佐々木のスマツンユミスがつづき、最後はアッタクロブがアウトになって17-15

で稲垣が勝ち。

第ニゲーム、佐々木のスマッシュがよくきまり14-2と 一方的にリード。稲垣 2点 とりかえすが、最後は

佐々木のスマツンユがきまって15-4で佐々木の勝ち。
ファイナルゲームは、佐々木のスマッシュがよくきまリー気に13-0で佐々木のベース。稲垣 3点 をとる

が最後は稲垣のハイバッククリアがアウトになって15-3で佐々木の勝ち。

合
号

試

番

選 手 氏 名

(県  名
・

学  校  名

選 手 氏 名

学  校  名
アス コ

)(県  名 )

95 0 発F
(大

佐 藤 翔 治 2
(東 京・関 東 第 一

５

５

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
』

・
，

う
Ｄ

院学一
ヒ

ヽ

イ

′

ヒ

ｉ

ｌ

ン
″
“

」
一た

開
働

合

」を

試

番

選 手 氏 名

学  校  名
ス 二 7 ア 選 手 氏 名

(!1辱:  :,Z: ・ ′寺
::  オ1交   ::空

`i

(,黒  :名 )

96 ２翔

＞
一

木

第

々

こ́

佐

球関一ふ

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
」

15
15
15

・７

４

３

「
―
―
―
―
ヨ

1稲 垣 翔 悟
(滋  賀 ・ 延 暦 寺 学 園比 叡 山 )(東

-80-



男子 個人対抗戦 シングルス(BS)
決 勝

男子シングルス決勝は、ダブルスに続き、関東第一の 2年生同志佐藤と佐々木の対戦となった。お互いに
ダブルス・シングルスの準決勝でかなりの疲れを残したままの決勝対決で、気力の勝負になるのは必死か。

第 1ゲームは、佐藤のサープに始まり序盤、佐藤が 3-2と リー ドしてからは、佐々木の足が止まって見
のがし ,ネ ットミス等と元気なく、一方的な展開となり佐藤が、一気に15-2と 1ゲームを先取した。
第 2ゲームは、最初ラリーをする展開かと思われたが、 1ゲームロの雰囲気を変えられなかった佐々木が
ミスを繰り返し2-4と なり、佐々木の踏ん張り所ではあったが佐藤のショートサービスから3点連取され、
7-3と リー ドを許した。ところが佐藤もクロスネットミス・バツクアウト・カットミスとミスの連続で
8-8と 並んだ。お互いに疲れた状態での 1本 1本が重いラリーとなり、これを抜け出したのが佐藤で、一
気に 7点連取し、最後スマツンユをもって学校対抗戦に続き2冠の栄光を手にした。

合
号

試

番
選 手 氏 名

学  校  名   ) 校
名

〓学
氏

・
ア
コ

■
・　

え
イ

弓選
県

コス ア

(り
`[ 名 名    )

97
「
―
―
―
―
ヨ

２

８

一　

二

５

５

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
』

(束
佐 藤 翔 治 2 0佐 々木

(東 京京・ 関 東 第 一
翔
関 東 第 一

-81-



試 合

番 け

選 手 氏 名

(県 名 ・学 校 名

アコス選 手 氏 名

(県  名 ・学  校  名

一
兄

子喬

・
）
＾

＝

■

■■
，

今
∈

「
―
―
―
―
コ

９

Ｈ

７

Ｈ

６

Ｈ

，
¨子
＞
美
ミ
久
ッ

橋商
′．１手

つ

¨

木・ 真 岡 女 子

人

‐ヽ
栃

／
ｊ

＜

０

「
―
―
―
―
コ

３

９
二

　
一

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

２子

＞

美

Ｆ

久

Ｊ
、

椋

．
ヽ
人
′‐．ｕ
‘(人  1鎮

う
０

(占, 同 ・ 鰤}岡  ′成  」ヒ
o ,尾. 山奇  itt  r

「
―
―
―
―
コ

３

１

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
」

，
¨

理＾
ム
ι
ホ鍋
百
．

ｌｉ
＾

カ媛愛

ｒ

，
Ｉ

�

美

―

り
４
‘

「

私

．■

＜

０

「
―
―
―
Ｉ
Ｊ

０

１２子
＞生

日

「

工
↑

女

―
．
―
し

＝
¨
――
力鹿児庇

¨
Э

レ
し

」
ｒ

ルヽ
田
根

濱
鴫

０

「
―
―
―
―
一

〇

〇
二

　
一

箱 崎 裕 子 2
ｒ

，

女パ

「

親
に́
ヽ

´
０

I: 業  )司ｔ
”

え
１ヤ′

勾

川
金
山

０

「
―
―
―
―
一

７

３
二

　
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

２子
＞
理
・́
樹
「

´ヽ

ニ
ー
イ
ク

ト

．ｔ

Ｌ

‘な
ハ

十
「

【
′

志
弓愛

・具
根
縄

１
沖

＝
¨
く

０

「
―
―
―
―
一

６

１，
一子
＞

智
葉ＦＩ

』
じ
ム
Ｈ

１ヽ
′
に

瀬
武し，葉イ

ー

０
０

崎 ・ 1:f 山
`} 
商  業

′京 I‖  I忠西
Ｇ

０

「
―
―
―
―
コ

９

１
二

　
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

l」 中  祐 美 子 2
1亡           ]1  )

Ｑ

）
,と
・ リト  千11   メし

(山  梨
・
ll

０

『
―
―
―
―
コ

０

０
二

　
一

藤 円 倫 子 2
ノ町   乙,   ヨ| )レ

Ｈ

ｎ

）

長 野 ・松 本 松 南

美半●
ヽ
′．ノ

０

「
―
―
―
―
コ

う
Ｄ

にЭ

一　
二

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

ワ
¨子
＞
美
Γ
貴
．く

十

・
ノ

ン

”九
ツ
′総０

ヽ
カ
塚  広  美石
は

０

「
―
―

Ｉ
Ｊ

９

７
二

　
一

ワ
一奈

，
ｊ
条

り

・

く

」
′
．

′
‐
、

■

浪ノ
刻良(イヽ

，

¨

府  )

′
Ｊ

ｒ
↑

(愛  知 ・ 人
０

「
―
―
―
―
一

”
Ｄ
Ａ

∠

一　
二

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

一∠
有

子ぐ

坂
Ｚ

ｔ

務

，
「＝

う
０

島   ,東  )
ｒ

・

こ

一

■

ベ

(ネ」   「↓ 
・ 卒出

り也０

「
―
‐―
―
コ

２

５
二

　
一

ワ
一織
＞

詩
，

ド

‐
人

奇(ナ奇

院学女愛・ゴコ

ロ

４

¨

力
″
ヽ■４

ヒ
Ｌ

口
■
■

，

・ゞ

１
■
４

子
４
口
¨

螢

＜

０

「
―
―
―
―
¨

０

９
一　
一　
一

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

111我 寛 美 2
沢  向  陽′

�
ノ
，

一
Э

丘カ桜
穂
島

●
ヘ

支

Ｌ■
●

十
■
″

↓
↑

」
ヽ

安

伍

０

「
―
―
―
―
コ

７

４
二

　
一

，
一子
＞

己女
ι
亜
甲

藤
，
佐
―淑．カ(束

′
０

業商早一え香悧
祐
刊

一

，

■

涸

．
ｔ
堀
仙

０

「
―
―
―
―
コ

４
・
，
´

二

　
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

２子
＞

陽
子女０

「■

脇
蓼佐賀(仏 i

女子 個人対抗戦 シングルス(GS)
1回戦

-82-

一　

一　

一



女子 個人対抗戦 シングルス (GS)

1回戦
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女子 個人対抗戦 シングルス (GS)

1回戦

女子 個人対抗戦 シングルス(GS)
2回戦
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選
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女子 個人対抗戦 シングルス(GS)
2回戦
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女子 個人対抗戦 シングルス (GS)

2回戦

女子 個人対抗戦 シングルス(GS)
3回戦
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女子 個人対抗戦 シングルス (GS)

3回戦

女子 個人対抗戦 シングルス(GS)
4回戦
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女子 個人対抗戦 シングルス(GS)
準決勝

第 1試合

第 1シ ード赤尾 (美 )と 第 4シ ード寺本を激戦の末破った 2年生松出との九州勢の対戦となった。お互い手を知り
つくしているせいか赤尾はクロスドロップクリヤーで揺さぶりをかけ、松田は得意のヘアビンショットを使う作戦で、
ゲーム開始から ・進一退の攻防となった。

第 1ゲーム、松田のサープで始まり、前の試合ダブルス準決勝で敗れたためか、精彩を欠いたプレーが目立った赤
尾が 6-2と リードされたところからレン~プが安定し、松田のサープレシープのミス等が日立ち7-6と 追い上げ
たが、松田が一転して攻め 8-6と リード。赤尾もクロス攻撃で松田のミスを誘い8-8と 同点に追いついた。ここ
で松田が踏ん張リネット前に揺さぶり赤尾のプッシュミスで 9-8と リード、サーブレン~プでスマツンユミスと赤
尾の単発なミスで、11-8で松用が先勝した。
第 2ゲーム、序盤は互角に展開、 3-3か ら巧みなネットプレーが冴え7-3と リードするが、赤尾はクロス攻撃
で 7-5と 徐々に追い上げる。ここで微妙なバツクラインのジャッジがあり、やや集中力を欠いたか、赤尾のレシー
プに安定感がでて、松田にミスが連発し8-7と 逆転、勢いづいた赤尾が11-8で奪い返した。
ファイナルゲーム、第 2ゲームの勢いを持ち込んだ赤尾が序盤 3-0と リード.松田が相手のミスショットに助け
られ3-3と する。お互いに粘り合い、 6-5で 赤尾がリードしてチェンジコート.
その後、互いゆずり合わず 8-8。 2ゲーム同様終盤レシープに安定性が出て松田のミスを誘い、最後は松田のサ
ープレン~ブ、スマッシュミスでファイナルゲームを11-8で赤尾が制し、ゲームカンウト2-1の逆転で勝利を
手中にした。

準決勝

第 2試合

|′ 尾ヽは第 2ン ~ドで実力通 り順調に勝ち上がってきた。

第 1ゲームは、楊のサープで始まり、サービスオーバーを繰 り返した。松尾が体の軟らかさを生かしながら、丁寧

に球回しをして 5ポ イントをとった。その後はサービスオーバーの繰 り返しで、得点の移動は少なかった。松尾が

9-6と リー ドした。ラリーが続いたが松尾にミスがあり、連続 5ポ イントを取られ楊が 1ゲームロを先取 した。

第 2ゲームは、クリア、 ドロップ、スマッシュ、ヘアビンとお互い良いプレーをしていたが、松尾が 5ポ イント連

取 した。後はどちらが ミスをするのかという試合であった。楊が間を取るようになった。松尾は自分のペースで試合

をしていたがミスが日立ち、連取され、最後は松尾のクリアがバックバウンタリーラインを出て終了した。
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女子 個人対抗戦 シングルス(GS)
決 勝

10
11
11

赤 尾 美 代 2
和  女  子
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l楊 ,葛  J体
(メこ  ,ブ ・` Hイ 7 (青 森 ・ 肯 森 」|[■  )

女子ンングルスの決勝は、本大会第 1シ ードで準決勝長崎女子松川にファイナルゲームの接戦だったが、他は全て

2-0の安定した力で勝ち Lがって来た昭和女子赤尾と、ノーシードながら初戦常総学院の山本とファイナルゲーム

を行なった以外全て2-0で勝ち Lが り、第 3シード熊本信愛女学院出 11、 第 2シード九州国際大附属松尾を連破し
た実力者の「チ森山田楊との対戦となった。

第 1ゲーム、楊のサープで始まったこの試合、赤尾のネットミスが 2回続き、楊が 2-0と 立ち上がリリードする

が、スマツンユや相手のミスにより赤尾も2-2と すぐに追いつく。長身の楊がカット、 ドロップで相手を崩せば、
赤尾も相手を前後によく振り対抗、 4-3楊 リードから赤尾のクロスネットが決まり4-4の 同点と追いつくが、楊
は巧みなネットプレイと安定したディフェンスと攻撃で中盤 9-5と ‐気にリードした。しかし、赤尾もよく粘り、

相手のミスを誘い8-9と 激しく追い上げた。後半赤尾は、相手を前後によく振り、楊のスマッシュミスで10-10

とセティングに持ち込んだが、楊はネットやスマッシュで相手を崩し、12-10と ゲームポイントを握る。その後サ

ービスオーバーが数回続いたあと、赤尾のドライプがサイドラインを割り、13-10で楊が先勝した。

第 2ゲーム、 立ち卜がりから一進一退の状態になった。楊のプッシュがネットにかかり3-2と この試合初めてリ
ードした赤

'tは
ンヨツトがさえ、相手のミスにも乗して5-2と リードを広げるが、楊もよく攻め、クリヤで相手を

崩し、ィ、ット前でのスマツンユが決まり6-6と 追いついた.中盤も前
｀
卜と同様一進 ‐退の様相を呈し、中盤から赤

尾がスマツシュ中心にゲームを展開、流れを変えた赤尾がll-8と 第 2ゲームを制した。
ファイナルゲームは、 2ゲーム」の赤尾のスマッシュ攻撃に対し、楊もスマッシュで対抗する展開で序盤が進行し

ていった。赤尾は 2ゲームロにつかんだ攻撃のパターンで流れをつかみ、スマッンユ攻撃と相手をよく揺さぶり、楊

のミスを誘つて 5-2と リードした。しかし楊もよく粘り、ネット前からの攻撃が冴え、スマッシュが相手のバック
側コートに決まり6-5と 逆転でチェンジエンドとなった。中盤、サービスオーバーの攻防が続き、お互いに我慢の
展開となった. 6-6の 同点から、楊のカットミスやスマツンユミスなどが続き9-6と 赤尾が一気にリードし、
10-6と マッチポイントを握った。しかし楊も、相手を前後によく揺さぶり、スマッシュミスを誘い 9-10と 追い

Lげたが、長い攻
'′

,か ら赤尾が打ったイージーなショットがふらふらと左サイドライン付近に落ち、ジャッジミスを

した楊が床に前くヽ「 前にシャトルに触れ返球しようとしたがエラーとなり11-9で勝敗が決した。第 2ゲームから
スマッシュ中心のゲーム展開にして流れをつかんだ赤尾が、選抜大会優勝にひき続き全国大会 2連勝を飾った,
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平成11年度全国高等学校総合体育大会
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平成 11年度全国高等学校総合体育大会を顧みて

「飛びたとう 岩手の空に 夢はせて」の大会スローガンのもと「チャグチャグ馬コの里」

滝沢村において開催されました 「平成 11年度全国高等学校総合体育大会 高松宮・高松宮妃

賜杯 第 50回全国高等学校バ ドミントン選手権大会」は、平成 11年 8月 1日 の種目別開会

式から 8月 6日 の閉会式までを無事終了することができました。

競技は、岩手産業文化センターを主会場に、滝沢村総合公園体育館・盛岡大学体育館・滝沢

村東部体育館を舞台に行われ、 8月 2日 から 6日 までの 5日 間熱戦が繰 り広げられました。

大会期間中は、予想を越す猛暑の日が続きましたが、暑さをものともせず一生懸命にブレイ

する選手たちの姿は、実にすがすが しく、大会関係者のみならず会場を訪れた大勢の観客にも

さわやかな感動を与えてくれました。また、懸念されました宿泊・輸送に関してもバスの計画

輸送により、スムーズに運営されました。

今大会は、男子では関東第一高校 (東 京)が三冠に輝き、圧倒的強さを見せつけました。女

子は 3種 目をすべて九州勢が制 し、レベルの高さを示してくれました。また地元としても前沢

高校男子が学校対抗において、県勢初のベス ト8入 りを果たすなど盛り上がりのあるすばらし

い大会となりました。

これもひとえに岩手県実行委員会、滝沢村実行委員会をはじめ、関係機関・団体の多大なご

支援・ご協力・ ご指導のおかげと深く感謝いたしております。また、公私ともにご多忙の中、

大会運営に携わっていただいた県外・県内役員の方々や、「一人一役」を合い言葉に、補助員

として参加してくれた高校生のみなさんの献身的な働きぶ りには、ただただ頭がさがる思いで

す。本当にありがとうございました。

最近のわが国のパ ドミントン競技は、国際大会における低迷が続いております。しかし、昨

年のアジア大会において、米倉選手が女子シングルスで強敵を破り久々に優勝しました。

また、来年にはシ ドニーオリンピックも控えており、益々気運が高まっていくものと思います。

今大会は特に男子において 2年 生の活躍が目立ち、将来性を感 じさせられました。将来のオ

リンピックや国際大会で日本を代表する選手が今大会に参加 した選手の中から出てくれること

を期待してお ります。

最後になりましたが、来年度は 「切り開け岐阜か ら未来の 1ページ」のスローガンのもと、

2000年 岐阜総体が岐阜県各務原市で行われます。まさにこの大会が半世紀を越え、未来ヘ

の 1ペ ージを切 り開くにふさわ しいすばらしい大会となることをお祈 り中し上げますととも

に、全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部のますますの発展と関係各位のご健勝を祈念い

たしまして、大会の報告とさせていただきます。

岩手県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

委 員 長        伊 藤 張 二
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